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鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。 鹿児島県立図書館

今月のレファレンス 自分好みの「レース編みのモチーフ」が載っている本があれば……

《一般図書》４月15日（水） 《児童図書》４月23日（木）

○『のりまき』 小西英子/さく 福音館書店
○『ウサギのトリン』

高畠じゅんこ/作 小林ゆき子/絵 小峰書店
○『いのちのタイムカプセルにのって』

岡田なおこ/著 サカイノビー/絵 汐文社
○『ぼくと賢おじさんと山の学校』

村上淳子/作 下平けーすけ/絵 国土社
○『希望の図書館』

リサ・クライン・ランサム/作 松浦直美/訳 ポプラ社

【第１回貴重資料紹介展ポスター】

４月11日(土)，鹿児島城御楼門が完成し，竣工式が行われました。これに合

わせて，当館では，「令和２年度 第１回貴重資料紹介展」として，所蔵資料

の中から，鹿児島城関連の貴重資料の展示を行っています。今回の紹介展で

は，南九州城郭史研究・薩摩島津氏研究者として知られ，近年は鹿児島城に強

い関心を寄せておられる 三木 靖 先生の御協力もいただきました。

展示中の資料は「薩摩御城下絵図」や「明治初年の鶴丸城」などをはじめと

して，大変興味深いものばかりです。

また，宝暦治水工事が縁で姉妹県となった岐阜県の岐阜県図書館パネル展も

行います。

資料を見ながら，鹿児島城を巡る歴史などに思いを馳せていただければあり

がたいです。

県立図書館

ホームページ

当館には，新しい本はもちろん，ずっと以前に出版された本も多く所蔵しています。市町村立図書館との違

いである「資料を保存する役割」があることが関係しています。

先日，電話で「レース編みのモチーフが載っている本はありますか。書店で売っている今時の本には好みの

モチーフがなくて。」という問合せがありました。古い本に絞って検索した結果，10冊ほどあったので「来館

されて，直接御覧になりませんか。」とお伝えしました。

その後，来館されてからの「丸い形ではなく，四角いものがいい。棚の上に敷くものを。」という具体的な

希望から，候補をいくつか挙げて，一緒に中身を確認したところ，御希望に合う本を見付けることができまし

た。「しばらくぶりで時間がかかるかもしれないけれど，参考に作ってみたいと思います。」と『モチーフつ

なぎのレース編み』（雄鶏社）などを借りていかれました。

好みのデザインがない，流行のものとは違うアプローチがしたい，そんなときにも図書館の本が

活躍しています。

○『帯結ばない帯結び』
ayaaya/著 ＴＡＣ株式会社出版事業部

○『太神楽』 鏡味仙三郎/著 原書房
○『話すチカラ』

齋藤孝/著 安住紳一郎/著 ダイヤモンド社
○『クルマの本箱』 内野安彦/著 郵研社
○『本当に不思議！カラダのおもしろ雑学』

川嶋朗/監修 日東書院本社
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○ 一般閲覧室ミニ展示

①「チャレンジ１年生！」

４月30日(木)まで【開催中】

②「挑戦しよう！モノづくり」

５月１日(金)～５月31日(日)

手芸・料理から工作，ＤＩＹまで，モノ

づくりについての本を集めます。

○ 児童文化室ミニ展示

①｢決定!『令和2年こどもの本児童図書モデルリスト』｣

４月22日(水)まで【開催中】

②｢『おはなし会』がはじまるよ！」

４月23日(木)～5月22日(金)

県立図書館に届いた

今回紹介していただいた宝本は，奄美野鳥の会/編の『奄美の野鳥図鑑』
（文一総合出版）です。

*ヒント*
どろんこあそびたのしいね ○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時

※ 児童文化室は19時まで

日曜日・祝日（ ）: ９時～17時

は，休館日

は，学習室のみ開室（９時～17時）

は，一般閲覧室新着図書の日（４月15日,４月30日【予定】）

は，児童文化室新着図書の日（４月23日）

えほん『かちかちやま』おざわとしお/再話
さい わ

（福音館書店）からのクイズです。
ふくいんかんしよてん

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か

室にある箱に，５月14日（木）までに入れてください。正
しつ はこ がつ にち もく い せい

解者のなかから 抽 選で20人にしおりなどのプレゼントを差
かいしや ちゆうせん にん さ

し上げます。
あ

前回の答えは「③ピアノ」でした。たくさんの御応募あり
ぜんかい こた ご おう ぼ

がとうございました。

ぼくは，野鳥が大好きです。一しょに野鳥かんさつをするようになってか

ら，家族も野鳥にきょう味を持つようになりました。バードウォッチングに

行く時は，そうがんきょうとカメラ，そしてこの本を必ず持っていきます。

何度も読み，見た野鳥にはふせんをはっています。これからこの本のふせん

がたくさん増えていくのが楽しみです。

県立図書館の隣，黎明館の裏に行儀よく並ぶ田の

神様たちの周囲を，ほとりほとりと花びらが彩りま

す。さて，どこから降る花かと見上げると，薄紫の

花房をぶらさげた桐の大木が空を覆っていました。

春です。

ところで先日，昭和50年頃の鹿児島市街地の地図

が目にとまりました。ふと，自分の生家を探してみ

たくなってページを繰ると……あった。そうそう。

ここは，よくビスケットをくれたおじいちゃんの

家。この筋の奥は男の子４人兄弟。ここは，くじ付

きの糸あめを売る駄菓子屋さん。地図は，思わぬ勢

いをもって記憶の糸をたぐり寄せます。柳の連なる

川沿いの道。亡くなった父と歩いた道。まだ小さな

姉に背負ってもらった道。

一冊の地図帳に誘われた小さな春の旅でした。次

はどんな本とどんな出会いがあるのか楽しみです。

かたきうちをするうさぎ。
たぬきにつくったふねは，なにでつくっていたかな？
① つち ② き ③ かみ

感染症拡大防止のため，引き続き，おはなしのじかん，土曜
版おはなしのじかんは休止といたします。


